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ご
意
見
・
ご
要
望
を

　
　
　
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

行 き 先 日　　程 参　　加　　者
アメリカ
　セーラム

10月22日
～26日

鈴木、海老沢（自民）、岡元、田
島（公明）、荻野（区民の会令和）

中国　大連
市

10月28日
～30日

高瀬、大森、伊佐治（自民）、田
村、末安（公明）、松原元（令和）

ベトナム
タイ

10月28日
～11月２日

松原秀、岸田、押見、湯本、長
野（自民）、三沢（令和）

ドイツ・ス
ウェーデン

11月４日
～９日

塩野目、深川、渡司（自民）、須
藤、植田（令和）、奥本（都民ファ）

今年も議員の海外訪問実施？
　今年も区議会議員の海外親善訪問が行われます。
区議会議員５０人中２３人が参加します。また、今
年は新たにアジア方面が加わりました。
　区民のくらしが大変な時に、公費で行くことは許
されません。党区議団は、中止を申し入れています。

大
規
模
開
発
中
止
で

　
　
く
ら
し
に
希
望
が
持
て
る
区
政
へ

　

区
議
会
第
３
回
定
例
会
が
、
９
月
１２
日
か
ら
１０
月
１０
日
ま

で
開
か
れ
ま
し
た
。
定
例
会
第
１
日
目
（
９
月
１２
日
）
に
、

大
竹
辰
治
区
議
が
党
区
議
団
の
代
表
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
消
費
税
増
税
中
止
の
意
見
を
挙
げ
よ

　

大
竹
区
議
は
、
区
内
中
小
・

零
細
企
業
の
経
営
者
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
る
消
費
税
増
税
に

よ
る
影
響
の
実
態
を
調
査
し
、

対
策
を
求
め
ま
し
た
。

【
区
長
】　
改
め
て
調
査
を
行
う

予
定
は
な
い
。

　

ま
た
、
地
方
自
治
体
の
本
来

の
役
割
で
あ
る
区
民
の
く
ら
し

を
守
る
立
場
か
ら
、
今
か
ら
で

も
消
費
税
増
税
は
中
止
す
べ
き

と
国
に
意
見
を
挙
げ
る
こ
と
を

求
め
ま
し
た
。

【
区
長
】　
消
費
税
は
、
持
続
可

能
な
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る

も
の
で
あ
り
、
重
要
な
財
源
で

あ
る
。

　
羽
田
空
港
機
能
強
化
の
撤
回
を
求
め
よ

　

大
竹
区
議
は
、
国
は
増
便
に

よ
り
新
た
に
発
生
す
る
危
険
、

騒
音
、
落
下
物
、
環
境
悪
化
の

対
策
を
打
ち
出
し
た
が
、
最
大

の
対
策
は
、
増
便
し
な
い
こ
と

で
あ
る
。
住
民
の
安
心
安
全
、

く
ら
し
を
守
る
自
治
体
と
し
て

化
の
撤
回
を
国
に
求
め
る
べ
き

と
質
問
し
ま
し
た
。

【
区
長
】　
地
元
自
治
体
の
責
務

　
く
ら
し
に
希
望
が
持
て
る

　
　
　
新
年
度
予
算
、
新
基
本
計
画
に

　

大
竹
区
議
は
、
決
算
の
結
果

か
ら
も
、
公
共
施
設
の
使
用
料

値
上
げ
な
ど
、
こ
れ
以
上
区
民

策
定
の
新
基
本
計
画
の
策
定
懇

談
会
に
区
民
や
障
が
い
者
枠
を

増
や
す
べ
き
で
あ
る
と
求
め
ま

し
た
。

【
区
長
】　
こ
れ
ま
で
以
上
に
広

く
区
民
に
参
画
い
た
だ
く
予
定

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
３
か
年
実
施
計
画

で
は
、
今
年
度
末
で
待
機
児
ゼ

ロ
の
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、

見
通
し
と
決
意
を
求
め
ま
し
た
。

【
区
長
】　
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ

順
調
に
準
備
が
進
ん
で
お
り
、

最
重
要
施
策
と
し
て
、
今
後
も

し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で
い
く
。

保
育
園
従
事
者
関
係

者
に
支
援
の
継
続
を

　

大
竹
区
議
は
、
大
田
区
保
育

従
事
職
員
宿
舎
借
り
上
げ
支
援

事
業
は
、
月
額
８
万
２
千
円
の

補
助
で
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

補
助
率
が
国
２
分
の
１
、
都
が

４
分
の
１
、
区
が
８
分
の
１
、

法
人
８
分
の
１
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
都
が
補
助
を
廃
止
す
る

方
向
と
聞
く
。
都
に
廃
止
し
な

い
よ
う
求
め
る
と
と
も
に
、
廃

止
し
た
場
合
で
も
都
の
分
を
区

が
補
填
し
継
続
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。

【
区
長
】　
そ
の
動
向
に
注
意
を

払
う
と
共
に
、
他
区
と
連
携
し
、

都
に
補
助
金
の
継
続
を
強
く
要

望
し
て
い
く
。

と
し
て
、
さ
ら
な
る
対
策
の
強

化
を
強
く
求
め
て
い
く
。





騒音対策で降下角度を３度から３．５度へ
元パイロットからも危険と警鐘が












へ
の
負
担
増
は
や
め
、

大
規
模
開
発
か
ら
区

民
の
く
ら
し
や
福
祉
、

子
育
て
、
教
育
、
産

業
支
援
へ
の
転
換
を

求
め
ま
し
た
。

【
区
長
】　
基
本
構
想

で
掲
げ
る
区
の
将
来

像
実
現
の
た
め
、
引

続
き
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

ま
た
、
再
来
年
度

の
役
割
を
発

揮
し
、
羽
田

空
港
機
能
強



法 律 相 談
顧問弁護士による法律相談です。
お気軽にご利用ください（毎月第2水曜日）

11月13日・12月11日
午後1時〜3時

場所　大竹辰治事務所（西蒲田大城通り）
事前にお電話ください　☎ 3735−2611

公
契
約
条
例
・
手
話

言
語
条
例
の
制
定
を

　

ま
た
、
公
共
事
業
と
サ
ー
ビ

ス
の
質
の
向
上
等
を
図
る
公
契

約
条
例
を
制
定
す
る
た
め
に
、

検
討
委
員
会
を
設
置
す
る
こ
と

を
求
め
ま
し
た
。

【
区
長
】　
条
例
の
制
定
に
限
定

せ
ず
に
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
手
話
言
語
条
例
の

制
定
状
況
は
、
２６
都
道
府
県
、

２
５
４
市
区
町
村
に
広
が
っ
て

お
り
、
２３
区
で
は
７
区
が
制
定

し
て
い
る
。
大
田
区
に
お
い
て

も
、
手
話
言
語
条
例
を
制
定
す

る
た
め
の
検
討
会
設
置
を
求
め

ま
し
た
。

【
区
長
】　
引
き
続
き
、
国
、
都

及
び
他
自
治
体
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。

生
活
保
護
職
員
の
　

　
　
　
　
　
増
員
を

　

次
に
、
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス

　

党
区
議
団
は
、
定
例
会
で
２

つ
の
条
例
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

大
田
区
男
女
平
等
及
び
多
様

性
を
尊
重
す
る
社
会
を
推
進
す

る
条
例
は
、
誰
で
も
自
分
ら
し

く
生
き
ら
れ
る
社
会
、
多
様
性

を
認
め
合
う
豊
か
な
社
会
を
め

ざ
し
て
、
同
性
婚
も
選
択
的
夫

婦
別
姓
も
認
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
制
度
の
推
進
、
Ｌ
Ｇ
Ｂ

Ｔ
差
別
解
消
、
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
場
面
で
の
権
利
保
障
、
理
解

を
進
め
る
た
め
の
条
例
で
す
。

　

大
田
区
学
校
給
食
費
助
成
条

例
は
、
区
立
小
学
校
・
中
学
校

の
児
童
生
徒
を
対
象
に
し
て
、

学
校
給
食
費
を
全
額
助
成
し
保

護
者
の
負
担
軽
減
と
食
育
に
よ

る
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
の

条
例
で
す
。
現
在
、
全
国
に
広

が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
２３
区

で
も
北
区
で
来
年
１０
月
か
ら
第

２
子
か
ら
半
額
、
第
３
子
か
ら

無
償
化
す
る
と
表
明
。
葛
飾
区

で
も
一
部
補
助
実
施
の
動
き
も

あ
り
ま
す
。

区民負担増・大型開発優先から
くらし応援の区政に　　　　　
　党区議団の一般会計決算認定に反対した理由です。
　決算年度は認可保育所の整備24施設等で1,000人の
定員拡充等、区民の声や党区議団の要望が実現したことは
評価します。しかし、反対の理由は、公共施設使用料、小
中学校給食費、学童保育料、保育園保育料、臨海斎場火葬
料等の値上げなど、区民への負担増を押し付けています。
　一方で羽田空港跡地を165億円で購入し、鹿島など９
社グループに50年間契約し、4,000億円以上の利益を
与える。また、新空港線積立金60億円に増等、くらしと
福祉を犠牲にし、大型開発を推進していることです。
　さらに、現在進められている公共施設複合化は「遠い、
不便、危険」等高齢化社会に反しています。「近い、便利、
安全」の複合化でない施設建設を進めます。また、今後は
待機児ゼロ、小中学校給食費無償化、公契約・手話言語基
本・パートナーシップ各条例制定等、くらし応援めざし頑
張ります。

　

２
つ
の
条

例
に
、
自
民

・
公
明
等
が

反
対
し
不
採

択
と
な
り
ま

し
た
。

　
男
女
平
等
及
び
多
様
性
を
尊
重
す
る
社
会
を

　
推
進
す
る
条
例
・
学
校
給
食
費
助
成
条
例

党
区
議
団
が
提
案
　

ワ
ー
カ
ー
１
人
に
被
保
護
世
帯

８０
世
帯
の
国
の
基
準
よ
り
区
内

各
地
域
福
祉
課
合
計
で
１６
人
不

足
し
て
い
る
の
で
、
基
準
を
守

っ
て
職
員
の
増
員
を
求
め
ま
し

た
。

【
区
長
】　
適
正
な
職
員
配
置
に

努
め
て
い
く
。

　
区
内
中
小
企
業
の
展
望
が
持
て
る
対
策
を

　

大
竹
区
議
は
、
羽
田
空
港
跡

地
第
１
ゾ
ー
ン（
第
一
期
事
業
）

に
お
け
る
区
施
策
活
用
ス
ペ
ー

ス
を
、
区
内
企
業
の
た
め
に
な

る
よ
う
な
親
和
性
の
高
い
企
業

誘
致
し
、
そ
れ
を
入
居
後
も
検

証
す
べ
き
で

あ
る
と
求
め

ま
し
た
。

【
区
長
】　
誘

致
し
た
企
業

に
よ
る
区
内

へ
の
効
果
を

高
め
て
い
く
。

　

ま
た
、
現

在
行
っ
て
い

る
も
の
づ
く

り
産
業
等
実

態
調
査
は
、

そ
の
結
果
を

受
け
て
、
中

小
企
業
基
本

法
に
基
づ
き

緊
急
に
求
め

ら
れ
る
こ
と

を
整
理
し
予

算
化
す
る
べ

き
と
求
め
ま
し
た
。

【
区
長
】　（
仮
称
）大
田
区
産
業

振
興
構
想
を
策
定
す
る
中
で
、

新
た
な
支
援
内
容
と
し
て
の
検

討
も
行
う
。
中
小
企
業
基
本
法

の
理
念
な
ど
も
踏
ま
え
て
い
く
。

　
高
齢
者
も
現
役
世
代
も
安
心
で
き
る

　
介
護
保
険
制
度
へ
　

　

大
竹
区
議
は
、
介
護
保
険
制

度
か
ら
外
さ
れ
た
要
支
援
者
に

対
し
て
、
日
々
変
化
す
る
高
齢

者
の
実
態
に
合
わ
せ
な
い
で
、

総
合
事
業
の
サ
ー
ビ
ス
期
間
を

１
年
間
と
決
め
る
こ
と
は
、
や

め
る
べ
き
と
質
問
し
ま
し
た
。

【
区
長
】　
高
齢
者
一
人
ひ
と
り

に
寄
り
添
い
、
取
り
組
ん
で
い

く
。

　

ま
た
、
総
合
事
業
終
了
後
の

通
所
・
訪
問
の
体
制
が
不
充
実

で
あ
る
。
充
実
の
た
め
訪
問
事

業
の
社
協
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
絆

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
新
た
な
支

援
体
制
の
構
築
を
行
う
べ
き
で

あ
る
と
求
め
ま
し
た
。

【
区
長
】　
担
い
手
を
増
や
し
て

い
く
た
め
の
取
り
組
み
や
、
研

修
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向

上
に
努
め
て
い
く
。

　

さ
ら
に
、
決
算
で
は
要
支
援

者
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
総
合
事

業
で
約
７
億
円
の
不
用
額
を
出

し
た
こ
と
は
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

切
り
捨
て
で
あ
る
と
、
総
合
事

業
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

【
区
長
】　
今
後
も
関
係
機
関
と

連
携
し
て
、
地
域
の
特
性
に
応

じ
た
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
取
り

組
み
、
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

　

介
護
保
険
料
基
準
月
額
は
、

１８
年
間
で
３
０
７
０
円
か
ら
６

０
０
０
円
に
約
２
倍
に
な
り
ま

し
た
。


